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　治療において同時に、別々に、または連続的に使用するための、化合物４－［４－［４
－（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェニル）－１－メチル－１Ｈ－イミダゾ
ール－２－イル］－ピペリジン－１－イル］－１Ｈ－ピラゾロ［３，４－ｄ］ピリミジン
、またはその薬理学的に許容できる塩、およびｍＴＯＲ阻害剤を複合製剤として含む生成
物。
【請求項２】
　多形神経膠芽腫、結腸の腺癌、非小細胞肺癌、小細胞肺癌、シスプラチン耐性の小細胞
肺癌、卵嚢癌、白血病、膵臓癌、前立腺癌、乳癌、腎細胞癌、多発性骨髄腫、カポジ肉腫
、ホジキンリンパ腫、リンパ脈管筋腫症、非ホジキンリンパ腫または肉腫の治療において
同時に、別々に、または連続的に使用するための、化合物４－［４－［４－（４－フルオ
ロ－３－トリフルオロメチル－フェニル）－１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－２－イル
］－ピペリジン－１－イル］－１Ｈ－ピラゾロ［３，４－ｄ］ピリミジン、またはその薬
理学的に許容できる塩、およびｍＴＯＲ阻害剤を複合製剤として含む生成物。
【請求項３】
　前記複合製剤は腎細胞癌または多形神経膠芽腫の治療において同時に、別々に、または
連続的に使用するためのものである、請求項２記載の生成物。
【請求項４】
　前記ｍＴＯＲ阻害剤はエベロリムスまたはテムシロリムスである、請求項１～３のいず
れか１項記載の生成物。
【請求項５】
　前記化合物４－［４－［４－（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェニル）－
１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－２－イル］－ピペリジン－１－イル］－１Ｈ－ピラゾ
ロ［３，４－ｄ］ピリミジン、またはその薬理学的に許容できる塩は、４－［４－［４－
（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェニル）－１－メチル－１Ｈ－イミダゾー
ル－２－イル］－ピペリジン－１－イル］－１Ｈ－ピラゾロ［３，４－ｄ］ピリミジン　
ｐ－トルエンスルホネートである、請求項１～４のいずれか１項記載の生成物。
【請求項６】
　前記化合物４－［４－［４－（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェニル）－
１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－２－イル］－ピペリジン－１－イル］－１Ｈ－ピラゾ
ロ［３，４－ｄ］ピリミジン、またはその薬理学的に許容できる塩は経口投与されるため
のものである、請求項１～５のいずれか１項記載の生成物。
【請求項７】
　多形神経膠芽腫、結腸の腺癌、非小細胞肺癌、小細胞肺癌、シスプラチン耐性の小細胞
肺癌、卵嚢癌、白血病、膵臓癌、前立腺癌、乳癌、腎細胞癌、多発性骨髄腫、カポジ肉腫
、ホジキンリンパ腫、リンパ脈管筋腫症、非ホジキンリンパ腫または肉腫の治療において
、ｍＴＯＲ阻害剤と併用して同時に、別々に、または連続的に使用するための、化合物４
－［４－［４－（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェニル）－１－メチル－１
Ｈ－イミダゾール－２－イル］－ピペリジン－１－イル］－１Ｈ－ピラゾロ［３，４－ｄ
］ピリミジン、またはその薬理学的に許容できる塩を有効成分として含む、医薬組成物。
【請求項８】
　前記使用は腎細胞癌または多形神経膠芽腫の治療におけるものである、請求項７記載の
医薬組成物。
【請求項９】
　前記ｍＴＯＲ阻害剤はエベロリムスまたはテムシロリムスである、請求項７または請求
項８記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記化合物は４－［４－［４－（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェニル）
－１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－２－イル］－ピペリジン－１－イル］－１Ｈ－ピラ
ゾロ［３，４－ｄ］ピリミジン　ｐ－トルエンスルホネートである、請求項７～９のいず
れか１項記載の医薬組成物。
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